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考えて行動する子ども☆★ 心と体を鍛え、 命を大切にする子  家庭と学校ががっちり手を繋ぐ 2年目に

昨日、北信中学校区内の４小学校それぞれで、 

小中連接授業参観・情報交換会を実施しました。 

中学校入学後に､不登校や集団不適応になって

しまう子どもがいます。その原因の１つが「中１ギャ

ップ」と呼ばれるものです。中学校での生活や学習

が、小学校とは大きく違うことが要因となっていると

考えられ、そのギャップを少しでも埋めようというの

がこの行事の目的の１つです。 

本校にも北信中の先生方１０名においでいただ

き、６年１・２組の算数の授業を参観し、その後、児

童や中学校での生活・学習の様子等について情報

交換･情報共有を行いました。 

６年生の算数の

授業は学級の枠を

はずし、習熟度に

応じて「じっくり」

「しっかり」「ぐんぐ

ん」の３つのコース

で実施しています。それぞれのコースには担任と副

担任、教務主任が入り、そこに時間割が空けば教頭

先生が入って指導をしています。学級の人数よりも

少ない人数で、かつコースによっては２人の先生が

入ってきめ細かく個別指導の時間も確保しながら

算数の学力 UPをめざして実施しています。 

いつもだと私語を

したり、指示を聞き

逃したりしてしまう

傾向のある児童も、

多くの中学校の先

生に見られて緊張し

たのか、いつもの面

影が薄れ、静か～に、キョロキョロしたりもせず、真

面目そうに授業に臨んでいる姿も見られました。 

その後の情報交換では、いつもの姿を正直にお

伝えし、来年４月からの中学校生活に馴染めるよう

情報を共有しました。 

情報交換･情報共有の話し合いでは、中学校の

先生方から

以下の点に

ついて、小

学校時代か

ら心がけて

身につける

ことで、早く中学校生活に慣れ、持っている力をさら

に伸ばしていけるというお話がありました。  

ぜひ、今日から心がけましょう。 

1 自転車の運転に慣れ、 

安全な乗り方を練習して身につけてほしい 

 ※ 登下校時も、ヘルメットを必ず装着します 

 

 

２ 休み時間にトイレに行く習慣を身につける 

※ 授業中にトイレには行きません 

３ 先生や友だちの話を 

「最後までしっかりと聴く」習慣を身につける 

 

 

 

 

４  自分から進んで活動や学習に取り組む 

積極性や習慣を身につけてほしい 

（１） 何事にもやる気･意欲を持つ前向きさと 

   苦しくてもあきらめない気もちを身につけてほしい 

 

 

 

 
 

（２） 毎日の自主学習 （中学１年生は１日１ページ） に 

しっかりと取り組む習慣を身につけてほしい 
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 感染状況は「ほぼ横ばい」です 

今日はインフルエンザ８名、マイコプラズマ４名

です。発熱のため２名が早退したので心配です。 

本格的な冬が近づく中、暖かいジャケットやコー

トを着て登校する児童が増えていてホッとしていま

す。手袋やマフラー、ネックウオーマーや耳当て等の

冬支度も､風邪･感染予防に向けた対策のひとつとし

て、よろしくお願いします。 

小･中のスムーズな連携接続へ～各小学校での授業参観･情報交換実施～ 

 
自転車通学生の登下校時の転倒事故が多いと

のことです。入学までの間に練習が必要です！ 

 

好きなこと･得意なことに進んで取組み、嫌なこと･苦
手なことから逃げないことが大切。 
中学校で順位や成績が数字で出た時に、嫌なことと

して目を背けてあきらめてしまうようなことにならない
よう、何事もあきらめない前向きさが大切です。 

 
 

 

集団生活の基本は時間を守った行動。高学年にな
ると時間感覚がしっかりしてきて、先の見通しをも
てる年齢です。日頃から自分を客観的に見て評価し
たり、周囲との協調を考えたりする習慣を！ 

 
中学校では、自主学習をやってこないと 

その人の昼休みがなくなるそうです 

 
 


